
ぃ
ゞ
ヤ
lalu
箇
b

―↓

;
”
f
,
1
1ぃ

令
和
改
訂
版

~ 

富山県高岡市

令和x万葉
TAKAOKA 



いま高岡は万葉に燃えている

ガ菓と高岡
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「越中万葉かるた大会」には、

毎年多くの小中学生が参加します。

な

み

み
波
見
に

（巻
1
7
.
3
9
5
4
)

やそ をとめ

もののふの 入十娘子らが汲みまがふ
てらゐ かたかご

寺井の上の 堅香子の花

（巻19・4143)

はる その くれなゐ

春の苑 紅にほふ
もも はな したで みち た をとめ

桃の花下照る道に 出で立つ娘子（巻19・4139)

かたかご（カタクリ）

高岡市の花。4月上旬に

可憐な花を咲かせます。

あさとこ

朝床に 聞けばはるけし
いみづかは あさこ うた ふなびと

射水河朝漕ぎしつつ唱ふ船人（巻19・4150)

いそ うへ つまま

磯の上の 都万麻を見れば
ねは としふか かむ

根を延へて年深からし 神さびにけり（巻19・4159)

万菓のふるさと扁岡

としなが

高岡は、加賀前田家二代当主•前田利長によって圃かれた町であ
ずいりゅう じ

り、利長の菩提寺・国宝瑞龍寺が高岡市の中心部に残っています。
としつね

利長と三代当主・前田利常の手厚い保護によって発展した高岡には、

今も高岡銅器・高岡漆器などの伝統工芸産業が連綿と守り伝えられ

ています。
あまはらし

富山湾に面した雨晴海岸からは、海越しに3,000m級の立山連峰
おかみ がわ

が浮かび上がる雄大なパノラマが一望でき、かつて雄神川と呼ばれ
しょうがわ

た庄川の消流は数々の動植物の命を育んでいます。また、奈良の二
じょうさん ふたがみ やま

上山と同じ名をもつ二上山は、季節のうつろいと共に様々な色合いを

見せてくれます。

ふしき えっちゅうのくに

奈良時代、この高岡市の伏木の地には、越中国（現在の富山県と

石川県能登半島）の国府が置かれていました。この国府に、わが国最
おおとものやかもち

古の歌集『万葉集』の代表的歌人である大伴家持が国守（現在の県
てんぴょう

知事のような職）として赴任してきたのは、天平18(746)年、29歳の時

でした。家持は越中の地に5年間滞在し、美しい自然のなかで数多く

の優れた歌を詠み、万菓集に残しています。
あす か

r万葉集」といえば、誰もが飛鳥や奈良を思い浮かべることでしょ
う。しかし、 「万菓集』にゆかりのある地として、この「高岡」を忘れる

ことはできません。

ここに一つのデータがあります。「ガ葉集J全4,516首のうち作者の

かきのもとのひとま ろ

わかっている歌のベスト5をあげると、家持473首、柿本人麻呂91首、大
さかのうえのいらつめ やさのうえの おくら たびと

伴坂上郎女84首、山上憶良76首、大伴旅人71首で家持が最多です。
へんさん

家持が、『万業集」の編纂にかかわったことはほぼ確実であるとさ
こと"

れ、万業集20巻の最後を飾る新年を寿ぐ歌も彼の作品です。

世界に誇りうる 「万葉集」の成立は、家持の存在と才能があったか

らといっても、過言ではないでしょう。

その家持の473首の歌のうち、麻岡に赴任していた期間に詠まれ

たのが約半数の223首にものぼります。また、単に歌を多く残してい

るというだけではなく、優れた歌を多く残しています。

このページで紹介した歌もすべてこの地で詠まれたものです。詩情

をかきたてる豊かな自然と、躍動するエネルギーを持った人びとの中

で暮らした越中時代は、家持の生涯において最も精彩があったとさ

れ、彼の独創的な歌の境地を作り上げた時代ともいわれています。

家持などの万葉の歌は、高岡の多くの人々に愛され、高岡やその周

辺の万葉ゆかりの地には、家持像や万葉歌碑、蒻岡市万葉歴史館が

建てられています。裔岡市では、家持の歌に詠まれた詩情豊かな自

然を守りながら、「万菓」をテーマとした多くのイベントを繰り広げ、ま

た、「万葉」に関心の深い全国の人々との交流を深めながら、「万葉の

ふるさとづくり」に取り組んでいます。

♦ 令



万葉の情報発信基地・交流の拠点

高岡市ガ菓歴史館
高岡万葉まつり

ガ菓集全20巻朗唱の会

高岡市万葉歴史館は、平成2年10月に、『万葉集jを中心テーマに

据えた全国で初めての専門施設として開館しました。ここでは、『ガ

葉集』や越中と大伴家持とのつながりなどを、楽しみながら学んでい

ただくことができます。

また、『万葉集』とその時代を探究するため、資料や文献などを収

集・整理するとともに、自ら調査・研究を行い、それらの成果を全国の

万葉研究施設と研究者に提供しています。

学習講座の開催や出版、教育普及活動なども行い、全国の万葉愛

好家への情報発信基地・交流の拠点となることをH指しています。

さらに、周辺観光の拠点施設の役割を果たしており、全国各地か

ら大勢の方々が訪れています。

四季の庭

万葉ゆかりの草

花や樹木などの

植物が、それぞれ

の四季を趣き深

＜彩る回遊式庭

園も見どころの1

つです。

利用のこ案内

●観覧料 一般 210円(170円）中学生以下無料

[2019.10.1から］ 一般 300円(240円） 中学生以下 無料

※（ ）は団体20名以上 ※65歳以上の個人の方は、240円
※特別展示等を行う場合に、別料金とする場合があります。

●開館時問 4月-10月 午前9時～午後6時（入館は午後5時15分まで）
11月-3月 午前9時～午後5時（入館は午後4時15分まで）

●休館日 毎週火曜日（祝休日の場合はその翌日）

年末年始(12月29日-1月3日）

交通のこ案内

●高岡駅より

•JR氷見線 伏木駅下車約1.5km(徒歩約25分）
・加越能パス 古城公園口4番のりばから伏木一の宮下車約600m(徒歩約7分）

●能越自動車道高岡北ICより車で約20分北陸自動車道高岡砺波スマートICから車で約35分
●富山空港から車で約50分

ポランティア説明員
にこぐさ

土・日曜日、国民の祝日にはボランティア説明員「和草」が案内します。

所在地

〒933-0116高岡市伏木一宮1-11-11
!!0766-44-5511 回0766-44-7335
旦http://www.manreki.com

企画展示・越中国と万葉集

越中万葉や高岡を開いた加賀藩

前田家ゆかりの 「万葉集I、加
賀藩の越中万葉研究などをバネ

ルと展示品で解説します。

庵岡市万葉歴史館
、.. 

ホームペーン
攣

扁岡ガ菓まつり
実施内容
●日時 10月第1金・土・日曜日
●場所高岡古城公園ほか

申込み・問い合わせ先
〒933-8601高岡市広小路7-50
高岡万葉まつり実行委員会（高岡市観光交流課内）

云0766-20-1301 臨0766-20-1496 回巧網
高岡万葉まつりホームページ t迄危迂硲
旦https://takaoka.or.jp/manyo/ 高岡万葉まつり

ホームペーヽ ノ
晶緊

「万葉のふるさと高岡」の代表的な行事が「高岡万葉まつり」です。

長い歴史の中で、受け継がれ、培われてきた文化、芸能を結集し、

市内はもとより県内外から多くの方々に参加していただくイベントです。

メーンイベントは「ガ葉集全20巻朗唱の会」。古城の森の樹木を縫

うように、鮮やかなライトの中にくっきりと浮かび上がる特設の水上

舞台で、連続三昼夜にわたり 「ガ葉集』全20巻4,516首の歌のすべてを、

2,000人を超える人達がリレー方式で高らかに朗唱する一大ページェ

ントです。

そのほか、芸能発表や万葉茶会、万葉故地めぐりの旅など多彩な

万葉関連イベントが市内一円において繰り広げられます。

時を越えた熱唱・絶唱！百人一首調、詩吟調、歌曲調、朗読調など

参加者一人ひとりがそれぞれに想いを込めたドラマチックなステージ

は、朗唱される皆様や来場の方々を、薫り高い万葉ロマンヘと誘い

ます。

令 ♦ 



ガ菓故地

高岡市では、自然との調和を図り

ながら、ガ業歌碑、史跡、公園など、

ガ葉にゆかりのある歴史的文化遺産

を整備しています。隣接する氷見市、

射水市、小矢部市などにも万葉にちな

む歌枕がたくさんあります。

家持ゆかりの地を巡り、歌碑や詩

情あふれる社寺で一服しながら、ガ

葉の世界に浸れる文学・観光散歩を

お楽しみください。

◆観光ポランティアをこ‘利用ください

市内各地域の観光施設・史跡・景勝地などをご

案内いたします。個人・団体問わず、旅先の案内

役としてご利用ください。

●利用日の2週間前までにお申し込みください。

●ガイド1人につき2時間まで1,000円。

2時間を超える場合は2時間毎に1,000円追加

●利用時間は原則午前9時～午後4時までです。

［お申し込み・詳細は］

（公社）高岡市観光協会

ff0766-20-1547 
i;;;.http:l/www.takaoka.or.jp/ 

高岡市観光ポータルサイト
「たかおか道しるべ」

讀諺鯰

しょうこう じ えっちゅうこくちょうあ I::.

勝興寺（越中国庁跡）

奈良時代、現在の勝典寺境内には「越中国庁」があったとされています。勝興寺は本堂をはじめ12棟もの建物

が国の重要文化財となっており、平成10年から進められてきた平成の大修理によって、壮麗な姿が甦っています。

令

えっちゅうこくしゅかんあと

越中国守館跡
::::-"! (高岡市伏木気象資料館）

「東舘（ひがしだち）」の小字

名が残るこの場所は、真下に
いみず おやベ

射水川（現在の小矢部川）がと
ありそ

うとうと流れ、眼前に有磯海、

雪をいただく立山の峰々を望

む景勝の地であったことが、

『万葉集」からうかがえます。

現在、この場所には高岡市伏

木気象資料館が建っています。

えっちゅうこくぷんじあと

越中国分寺跡
しょうむ てんぴょう

聖武天皇は天平13年(741

年）に五穀豊穣、国家鎖護を

叩見して諸国に国分寺建立

の詔を出し、越中にも、現在

の伏木一宮の地に国分寺が

置かれました。その場所には

今、小さな薬師堂と石仏が

並んでいます。

しぶたに さきあまはらしかいがん まつだえはま

渋硲の崎（雨晴海岸）•松太枝浜
家持がしばしば訪れた渋硲の崎は、越中国庁跡か

ら北へ3kmほどのところにあります。

二上山の山裾が海岸に落ち込むこのあたりは、日

本海の荒波に洗われた数々の奇岩がそそり立ち、白

い砂と緑の松林が続く誤勝の地です。
よしつね べんけい

奥州へ落ち延びる途中の義経・弁疫の主従が当地

の岩陰で雨宿りをしたという伝説から、今日「雨晴海

岸」と呼ばれています。

さらに、この海岸から氷見市にいたる長浜は、家持

が何度も歌に詠んだ松太枝浜（松田江浜）です。
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ふたがみやま

二上山

その名のとおり2つの峰をもつ標高274m

の小高い山です。
にじょうさん

家持は、奈良の二上山と同名のこの山を

朝夕眺めて特別の感懐を持ち、都を恋しく

思っての四季の変化の美しさに感動した

のでしょうか、この地を題材にした名歌を

残しています。

なだらかな山肌を縫って山頂をめぐる全

長8.4kmの「二上山万葉ライン」には、平和

の鐘、仏舎利塔、家持像、守山城跡、平和

観音像等があり、自然と歴史に親しむ格

好のドライブコースとなっています。

l:t たじんじゃ

氣多神社

越中国一宮として崇敬を集める延喜式内社。三間社流造り、こけ

ら葺屋根など室町時代の風格を誇ります。

昭和6年に国の重要文化財に指定されています。

ふせ みすうみふせ まるやま

布勢の水海・布勢の円山

パ霞？源（氷見市）
家持らが好んで舟遊びをし、多く

の歌に詠んだ布施の水海。現在で
じゅう

はすっかり干拓され細長く続く「十
にちょうがた

二町潟」にその昔を偲ぶのみです

訊奈良時代には、遠く二上山の麓

あたりまで広がっていたと思われる

広大な湖でした。

ここから南西2.5kmのところに標

高20mの布勢の円山があります。

; ~f. ・曇: ;  
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おおともじんじゃ

大伴神社
まつ

氣多神社の境内に家持卿を祀るた

め、家持没後1200年記念して、顕彰会

が中心になり昭和60年に創建されま

した。

た こうらふじなみじんじゃ

田子浦藤波神社

（氷見市）
石段におおいかぶさるよ

うに大きな藤の老木があ

り、毎年5月中旬ごろ優美

な花を咲かせます。

家持は布勢の水海を遊

覧したとき、咲きほこる藤

の花を望み見て多くの歌を

詠んでいます。



◆高岡へのアクセス ◆高岡市内マップ

!!&Ill 
東京から（北陸新幹線

コ
一一

約1時間

約1時間30分

.-. ニニ

東京から ：マ—

大阪から ： . -ヽ●

一 約3時間

日

◆お問い合わせ

高岡市役所

〒933-8601富山県高岡市広小路7-50
文化創造課 ff0766-20-1452 
観光交流課云0766-20-1301
高岡市公式ホームページ「ほっとホット高岡」

旦http://www.city.takaoka.toyama.jp/

（公社）高岡市観光協会

〒933-0029宮山県高岡市御旅屋町101
御旅屋セリオ7階

云0766-20-1547
高岡市観光ポータルサイト「たかおか道しるべ」

旦http://www.takaoka.or.jp/

蓋

嗣
高岡市万葉歴史館

〒933-0116富山県高岡市伏木一宮1ー11-11
云0766-44-5511
高岡市万葉歴史館ホームページ 竪潟翌
旦http://www.manreki.com/

万葉歌碑巡りマップ
醤輯

旦https://www.manreki.com/arekore/imaman/imaman-top.html瓢
r
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